
令和６年１２月１２日

熊本県企画振興部長 富永隼行

ＴＳＭＣ進出による
熊本の現況と目指すべき姿

第２２回ＩＴＳシンポジウム２０２４
企画セッション１
「半導体産業で盛り上がる熊本から考える交通とまちづくり」
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本日のテーマ

１ 熊本の現況

２ 熊本県の取組み①

～渋滞解消推進本部～

３ 熊本県の取組み②

～新大空港構想～

４ まとめ
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１．熊本の現況
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4

くまもとセミコンテクノパーク/原水工業団地の現況

1・2・3 東京エレクトロン九州㈱ 半導体製造装置

4 ニチアス㈱ 半導体製造装置用部品

5 ㈱インターテック 半導体製造装置の再生・販売等

6 ㈱旭精機 真空装置周辺機器

7・8 ㈱マイスティア 製造請負等

9・21・22 内外テック㈱ 半導体製造装置等の販売、保守等

10 ㈱インターアクション 半導体検査用光源装置等

11 日本エア・リキード（同） 産業・医療ガス

12・13 ㈱オジックテクノロジーズ
半導体製造装置・
自動車関連部品表面処理

14・15 日本ピラー工業㈱ 半導体・液晶製造装置用部品、機器

16 新日本ステンレス工業㈱ 半導体製造装置部品、航空機器部品等

17 ローツェ㈱ ウエハ搬送装置、ガラス基盤搬送装置

18
ヒラタフィールド
エンジニアリング㈱

生産設備のメンテナンス等

19 ㈲木下システム技研 電気制御機器、計器等

20 ㈱熊本アイディーエム 各種自動機・省力化機器

23 服部産業㈱ 梱包等

24 ㈱テクノアート 各種ソフトウェア

25・26
ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング㈱

イメージセンサー

1
ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング㈱

イメージセンサー

2・8 ナカヤマ精密㈱ 金型部品

3 ㈱古賀
電機機器計測等研究開発、
産業機械器具卸売

4 小山㈱ 寝具・福祉用品レンタル、販売

5 ㈱名古屋精密金型 プラスチック用金型の設計、製造

6 キャタピラー九州㈱ 建設機械等の販売、メンテナンス

7 SUS㈱ アルミ製品製造

くまもとセミコンテクノパーク

原水工業団地

○ セミコンテクノパークとその周辺（JASM含む）で１０，０００人以上の従業員

○ 近隣の本田技研工業株式会社熊本製作所には全体で３，８００人ほどが勤務



○ 新たな雇用の創出
○ サプライヤー等、新たな企業の進出
○ 地場企業や既立地企業との新規取引や
     取引量の増加
○ 県内企業等の技術力の向上、新たな産業の創出
○ 定住人口の増加や新たな企業活動に伴う税収の増加
○ 定住人口・交流人口増加に伴う、地域内外での経済支出の増加、
     賑わいの創出 など

本県への更なる半導体産業の集積による波及効果と課題

県内における半導体関連企業の
集積による経済効果は

11兆1,920億円
※2021年から10年間の推計

（2024.9.5 九州フィナンシャルグループ発表）
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○ 交通渋滞の深刻化や渋滞解消のためのインフラ整備

○ 地下水の量と質の保全

○ 在留外国人の増加に伴う多文化共生の推進や外国人材の受入環境整備

○ 企業の人材確保 など

波及効果

課 題



渋滞解消推進本部

熊本都市圏における渋滞解消を図るため、庁内
関係部局が一体となって、課題解決に向けた
取組を迅速かつ強力に進めるとともに、県民への
情報発信を行う

令和６年６月５日
第１回渋滞解消推進本部会議 ➤
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県政の重要課題に対し、関係部局が連携して、より専門的・機動的に取組みを推進するため、
テーマごとに部局横断的な推進本部を設置。

地下水保全推進本部

渋滞解消推進本部

外国人材との共生推進本部

「くまもとで働こう」推進本部

半導体産業
集積強化推進本部

各課題に対応するため、知事をトップとした推進本部を設置



２．熊本県の取組み①

～渋滞解消推進本部～
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東部エリア

南部エリア

セミコンテクノパー
ク

周辺エリア

中心部エリア

熊本市東部
産業集積エリア

セミコンと
東部産業集積エリアの
ネットワーク強化

＜熊本都市圏における主要渋滞箇所＞ （R6.9月時点）

熊本市 合志市 菊陽町 大津町 益城町 嘉島町 宇土市
宇城市
(不知火､松
橋、小川)

計

箇所数 174 12 10 4 3 11 5 12 231

北東部エリア

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

熊本都市圏における主要渋滞箇所

「令和６年度 熊本県・熊本市調整会議」資料から抜粋



「令和６年度 第１回 熊本県交通渋滞対策協議会」資料から抜粋

セミコンテクノパーク周辺地域の渋滞状況（朝ピーク時）
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③ セミコン通勤バス バスロータリーにてバス乗車を待つ従業員の列

①豊肥本線 車両内の混雑状況

③

①

位置図

②

②豊肥本線 原水駅ホームの混雑状況

セミコンテクノパーク周辺における通勤混雑状況
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周辺道路も渋滞
渋滞が酷いのはなぜか？

道路に対して
車が多いから

・そもそも熊本は車社会
（過度な自家用車利用）

・セミコンテクノパーク周辺
の交通網の発達が不十分で
あり、自家用車通勤が選択
肢に入ってくる



約２４万円／年約１７万円／年
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熊本県の人口（１７０万人）で単純計算すると

渋滞による経済損失

熊本県民1人あたり 熊本市民1人あたり

約２，８９０億円／年

※熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会により算出



KAB：https://www.kab.co.jp/news/?NewsData=202407180930.php&path=video/202407180930.mp4&mode=1

県と熊本市の連携

渋滞解消を目指し、木村知事、大西市長によるトップ会談を実施。
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https://www.kab.co.jp/news/?NewsData=202407180930.php&path=video/202407180930.mp4&mode=1


➢ 短期・中期・長期のソフト、ハード対策について、主な渋滞箇所を段階的に減らしていく取り組みを効率的に進める。
➢ 熊本都市圏における渋滞対策などの着実な実施や前倒し、各施策の整合・連携、新たな対策など、施策の内容や進捗、

並びにこれらの実施方針を明らかにし、わかりやすく情報発信していく。

短 期
信号制御の高度化等のソフト対策や右折レーン左折レーン等
の延伸・設置など渋滞緩和に即効性のあるハード対策など
（既設ストックの有効活用）

中 期
都市計画道路等の整備・公共交通ネットワークの形成（空港
アクセス鉄道の整備、JR豊肥本線の機能強化等）など

長 期
熊本都市圏３連絡道路等の新たな道路ネットワーク整備
（10分・20分構想）

その他
パークアンドライドの実施、通勤バスの利用などの啓発
（継続して行う取り組み）

③

④

⑤

放射道路

環状道路

○右折レーンの延伸等

短期施策の事例

（写真：益城町道）

① 中九州横断道路

② 熊本西環状道路

③ 国道５７号熊本東バイパス

④ 国道３号熊本北バイパス

⑤ 国道３号植木バイパス

熊本都市圏３連絡道路
（10分・20分構想）

県道熊本高森線

空港
アクセス鉄道

至 熊本港

中九州横断道路
①

②

セミコンテクノパーク周辺

渋滞対策の推進
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➢ 【短期対策】信号制御の高度化等のソフト対策や右折レーン左折レーン等の延伸・設置など渋滞緩和に即効性のある
ハード対策など（既設ストックの有効活用）

短期

○右折レーン左折レーン等の延伸・設置（イメージ）

【現状】
（整備前）

直進車
右折車

バス

右折レーン設置等
で円滑化

【整備後】

右折待ち車両による
直進阻害

国道266号（松橋交差点）の改良

○信号制御の高度化等

渋滞対策の取組み（短期対策）
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阿蘇くまもと空港

川辺工業団地

本田技研工

栄工業団地 ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ
三菱電機

（仮）合志ＩＣ

JR原水駅

東京エレクトロン九州 ●

文 文

文

文

文文

（仮）西合志ＩＣ
（仮）大津西ＩＣ

（仮）熊本北ＪＣＴ

6

大津西合志線

車両感知器設置例

：対策エリア

【令和5年度までの対策】
①住吉熊本線、辛川鹿本線、大津植木線などに車両感知器を設置
（R2～R5）し、信号制御の見直しを実施

②カラー舗装や区画線の設置など通学路危険箇所の対策を実施（R5）

③通勤バス実証実験の実施（R5）

④セミコン通勤バスの増便やルートの追加（R5）

③大津町エリア
通勤バス実証実験
（R5.12.18～22）
（R6.3.11～15）

④セミコン通勤バス
・JASMルート3便増便
（R5.10.2～）

・土日祝日運行開始
（R6.1.13～）③合志市・菊陽町エリア

通勤バス実証実験
（R5.9.11～15）
（R6.1.9～2.22）

カラー舗装施工

②通学路危険箇所の対策を実施

車両感知器

信号集中制御化
局部的な交差点改良
※右折レーンの延伸等の局部改良

R6具体的な連携施策

【令和６年度の対策】
短期的な渋滞対策として警察本部と土木部が協力し、信号制御

の見直しなどの対策及び交差点改良等の対策を連携させることで
交差点の交通処理能力の向上を図る。

①車両感知器を設置
：車両感知器設置個所（～R5）

：通勤バス実証実験区間

7

セミコンテクノパーク周辺を含む
菊池南部地域の短期的な渋滞対策の取組み
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シリコンアイランド九州の中心にふさわしい 快適で人にも環境にも優しい社会

～めざせ車１割削減、渋滞半減、公共交通２倍～

・全社路線が利用できる共通定期券
・競合路線の合理化
・無料の日、100円の日
・通勤バス実証事業

現状

移動難民

CO2温暖化

くまもと新時代

渋滞
市町村

県

事業者

県民

企業

国

過度な自動車利用から脱却し、
くまもとの社会を変える 徒歩・自転車・公共交通がモビリティの主役

responsible for the future of buses

共同経営推進室

Charichari

・R6.3.28
県とCharichariと包括連携協定締結

R6.3.16～ JR豊肥本線 朝夕通勤時間帯の車両増結

まずは、公共交通利用に
対する意識醸成が必要！

○みんなで乗ってみんなで支える公共交通利用促進事業
公共交通シンポジウム開催、公共交通利用の意識啓発・広報 等

○公共交通利用促進に係る取組支援
交通事業者や企業等の公共交通利用促進に寄与する取組支援

R6の取組み：公共交通利用に対する意識醸成

公共交通でつくる くまもと新時代
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https://charichari.bike/


都市交通 地域交通

公
共
交
通
（
ソ
フ
ト
）

道
路
（
ハ
ー
ド
）

バス停環境整備

自
動
車
利
用

パークアンドライド整備

公
共
交
通
利
用
促
進

徒歩

自転車

地域コミュニティ交通の確保

AIデマンド
通勤バス BRT・LRT

交差点改良

JR・市電の輸送力等の機能強化

信号制御の見直し

幹線道路ネットワークの構築

交通結節点機能強化

バスベイ設置

時差出勤・テレワーク

（参考）ハード面・ソフト面の概念整理図



■ 時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進

＜取組みの概要＞

期間 ９/２（月）～３０（月）

対象 熊本県・熊本市職員

内容 朝ピーク時間帯（７：３０～８：３０）を避けた時間に通勤

目的 渋滞解消対策としては、朝ピーク時に集中する交通量を分散するソフト面の対策も重要

朝ピーク時の交通量を減らし、オフピークにリバランスすることで交通渋滞の緩和に繋げる

＜実施結果＞

実施人数 １日平均４，０８６人（目標値：４，０００人/日） ※肥後銀行及び九州フィナンシャルグループで６１０人が実施

参加職員による取組みへの評価

・交通量が多少緩和され、通勤時間が短縮された

・バス利用時に座席に座れるようになりストレスが減った

・時差出勤や在宅勤務を利用しやすい職場風土になり、多様な働き方を選択できるきっかけになった

取組みによる効果

・県庁周辺の交差点（保田窪北交差点）では午前７時半から８時半のピーク時間帯の交通量が１３１
台減少（うち県職員は１１５台と推計）

・朝早い時間帯への交通量の分散効果が見られた

渋滞解消に向けた時差出勤・在宅勤務の取組み
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３．熊本県の取組み②

～新大空港構想～
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これまでの取組みの継承と新たな環境変

化に対応し、「空港機能の更なる強化」

と「空港周辺地域の更なる活性化」を推

進するため、新大空港構想を策定

新大空港構想

「大空港構想 Next Stage」（H28～）

の取組みの成果が現れるとともに、

TSMCの本県進出といった大きな環境

変化が生じた

構想策定の背景

「大空港構想 Next Stage」の対象地域を

含み、今後の企業集積等による更なる発展が

見込まれる地域

対象地域

令和5年10月 ～ 令和15年度まで

※概ね10年間

構想の期間

阿蘇くまもと空港と周辺地域を核とした

           「地方創生の先進地域」

将来像 取組の柱

産業集積
・

産業力強化

交通ネットワーク
の構築

快適な
生活ができる
街づくり

空港機能の強化

４つの柱で取組みを推進

1 2

3 4

新大空港構想 ～構想策定の背景と新大空港構想～

20



空港機能の強化

産業力強化
（新産業創出等）

交通ネットワークの構築

快適な生活ができる
街づくり

産業集積
（新生シリコンアイランド）

空港周辺地域の将来像

新大空港構想 ～将来像（イメージ）～
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R6.12.12現在： ３路線／週当たり３３便 （台北１２，ソウル１７，香港４）

週１２便 運航中 週４便 運航中

チャイナエアライン

運航ダイヤ
週５便（月・火・木・金・日）

運航ダイヤ
週７便（毎日）

運航ダイヤ
週４便（月・火・木・土）

便
名

発着地
出発
時間

到着
時間

195
熊本⇒台北

(桃園)
18:35 19:50

194
台北(桃園)
⇒熊本

14:30 17:35

便
名

発着地
出発
時間

到着
時間

687
熊本⇒香港
(香港国際)

16:40 19:25

686
香港(香港
国際)⇒熊本

11:40 15:40

便
名

発着地
出発
時間

到着
時間

847
熊本⇒台北

(桃園)
12:00 13:15

846
台北(桃園)
⇒熊本

7:45 11:00

熊本ー台北間の定期便 熊本ー香港間の定期便

※ 香港エクスプレス航空による香港線は現在運休中。

スターラックス航空 香港航空

今後の就航が発表されているものを含めると： ５路線／週当たり４３便
（台北12、香港４、釜山７、ソウル17、高雄３ ）

（参考）阿蘇くまもと空港の国際線定期便就航状況

熊本ー釜山間の定期便

R6.12.19～週７便 運航予定

運航ダイヤ
週７便（毎日）

イースター航空

便
名

発着地
出発
時間

到着
時間

968
熊本⇒釜山

(金海)
14:30 15:55

967
釜山(金海)
⇒熊本

11:55 13:25
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今後の就航が発表されているものを含めると： ５路線／週当たり４３便
（台北12、香港４、釜山７、ソウル17、高雄３ ）

運航ダイヤ
週３便（月・木・土）

R6.11.7～週３便 運航中

アシアナ航空 大韓航空

R6.11.24～週７便 運航中

運航ダイヤ
週７便（毎日）

便名 発着地 曜日
出発
時間

到着
時間

778
熊本⇒ソウル

(仁川)

水金
月火木土

日

16：50
18：25
19：20

18：50
20：30
21：20

777
ソウル(仁川)

⇒熊本

水金
月火木土

日

14：15
15：50
16：50

15：50
17：25
18：20

（参考）阿蘇くまもと空港の国際線定期便就航状況

週７便 運航中

運航ダイヤ
週７便（毎日）

ティーウェイ航空
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便
名

発着地
出発
時間

到着
時間

276
熊本⇒ソウル

(仁川)
10:25 11:55

275
ソウル(仁川)

⇒熊本
7:55 9:25

便
名

発着地
出発
時間

到着
時間

159
熊本⇒ソウル

(仁川)
14:20 15:50

160
ソウル(仁川)

⇒熊本
11:50 13:20

R6.12.12現在： ３路線／週当たり３３便 （台北１２，ソウル１７，香港４）

便
名

発着
地

曜日
出発
時間

到着
時間

CI
199

熊本
⇒高雄

月水土 11：55 13：45

CI
198

高雄
⇒熊本

月
(2/3～3/24)
水土

(2/5～3/29)

7：25
6：55

10：40
10：40

熊本ーソウル間の定期便

熊本ー高雄間の定期便

R7.2.3～週３便 運航予定

チャイナエアライン

運航ダイヤ 週３便（月・水・土）
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熊本へ就航している路線の空港アクセス

ソウル市内から仁川国際空港 高雄市内から高雄国際空港

○地下鉄（空港鉄道A’REX）
所用時間：約40～60分
料金：大人約450～1,000円
※直通列車、一般列車により所要時間
等は異なる

※1ウォン＝0.106円で算出

○空港リムジンバス
料金：大人約1,800～1,900円
※1ウォン＝0.106円で算出

○タクシー

○専用車送迎

○MRT（鉄道：大量高速交通機関）
所用時間：約20分
料金：大人約730円
※1元＝20.84円で算出

○市内バス
所用時間：約30分
料金：大人約250～520円
※1元＝20.84円で算出

○タクシー

○（参考）台湾高速鉄道（新幹線）
台湾中部、南部への観光も手軽



［ＪＲ豊肥本線の輸送力強化に向けた取組み］
・現在の利用状況や沿線地域の今後の発展性を鑑み、輸送力強化、速達性向上、将来的な複線化を検討
・計画の具体化に向けて、引き続きＪＲ九州との協議を進める

空港まで 熊本駅から約４０分、水前寺駅から約３０分

構想の具現化 ～アクセス向上へ向けて～
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ＪＲ豊肥本線機能強化に関する地元紙報道（複線化）

令和６年９月１１日（水）熊本日日新聞１面 令和６年９月１１日（水）熊本日日新聞３面

構想の具現化 ～アクセス向上へ向けて～

26
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JR豊肥本線の輸送力強化に関する要望

○ 豊肥本線は、熊本都市圏の通勤・通学を支える重要な路線

○ 熊本市中心部やセミコンテクノパーク周辺での交通渋滞の悪化により、

輸送力強化が求められている

背景と現状

【短期的事項】

○ ピーク時・オフピーク時共に車両の増結と運行本数の増加を図り、

輸送力の抜本的強化を希望

○ 駅施設の改良・整備により、ホームからの転落防止や改札での混雑解消、

     安全性と利便性の向上を要望

要望事項

【中期的事項】

○ 武蔵塚駅、原水駅、菊陽新駅（仮称）の同時進入化や東海学園前駅の

行違い化などを早期に実施し、速達性を向上させることを提案。

○ 空港アクセス鉄道との連携を見据え、豊肥本線の複線化に関する具体的な

     調査を開始することを希望



４．まとめ
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公共交通の「負のスパイラル」から
「正のスパイラル」への転換

公共交通機関を
利用する人が減る

減便や路線廃止など
利便性が下がる

交通事業者の
収益の悪化

負のスパイラル
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公共交通

投資

○地域経済活性化
・企業立地・集積促進

    ・観光振興（インバウンド促進）
    ・外出しやすいまち（まちの賑わ

い創出）  

○環境保護
・CO2や大気汚染物質の排出削減

    ・歩行空間の確保
・渋滞の解消

○社会福祉政策
・障がい者や高齢者など交通弱者
の足を確保

    ・通学手段の保障

公共交通の社会的便益

熊本の発展

重点的取組み ⇒ 利便性を上げるための投資（モノ・ヒト）を支援
市町村の主体的・広域的な取組みを支援

※企業誘致やインフラ整備と同様に必ず将来の便益につながる投資です

公共交通のあり方（目指すべき姿）
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現 状

○ 新たな雇用の創出、県内企業等の技術力向上など大きな経済効果

○ 一方で交通渋滞の深刻化や渋滞解消のためのインフラ整備などの課題も

○ 渋滞解消推進本部では段階的に渋滞箇所を減らしていく取組みを実施

目指すべき姿

本日のまとめ
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○ 空港アクセス鉄道の整備、JR豊肥本線の機能強化など公共交通ネットワーク
の形成

○ 都市計画道路や熊本都市圏３連絡道路など充実した道路ネットワークの形成

○ 公共交通への投資を行い、「公共交通の利用者増→公共交通の収益の改善
→公共交通のサービス水準向上」の正のスパイラルを生み出す
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